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2学期を終えて 
校長  西 田 和 弘 

 

1年の中で一番長い学期である 2学期が無事終わりました。2学期は制限が多かった学校行事

を皆さんのご協力で一つひとつ実施することができました。徐々にですがこれまでの教育活動に戻

りつつあります。本当にご協力ありがとうございました。 

さて、本日、今年度 2回目の小中サミットが実施されます。小中一貫校の学園名について小学

校と中学校から出てきた候補名の絞り込みを行います。具体的には、小学校から「彩和（さいわ）」

「十色」「学びの友」「桜坂」「思いやり」、中学校からは「明翔」「明桜」「明華」「富田林おうか」

「富田林めいこう」の１０個の候補名を考えてくれました。この中から絞り込みを行い 3学期の

小中サミットで学園名の決定を行う予定です。 

保護者の方々の「こんな学園にしてほしい」という思いを子どもたちが引継ぎ、学園名に自分た

ちの思いを主体性と自主性を発揮しながら考え、取り組んでくれています。 

学園名の取組は、学園名を決めることも目的の一つですが一番の目的ではありません。学園名の

取組を通して、子どもたちが自分たちの学校を自分たちで作り上げていくための一歩を踏みだすこ

とや、学園名に込めた一人ひとりの思いを自分の周りにいる他者にしっかりと伝えていってほしい

という願いとねらいがあります。自分たちで作り上げていく母校を大人になってもしっかりと語れ

るようにしてほしいと思っています。 

最後になりますが、3年生のみなさん！「受験」という山登りは、もう 9合目まで来ています。

これまでの頑張りは着実にみなさんの実力につながっています。焦らず、今できることを精いっぱ

い、確実に実行してください。目標に向かって頑張ることはみなさんの人生を豊かにしてくれます。

頑張らなければならないときに頑張れる力をこの受験という体験を通して勝ち取ってください。 

 
 

“Challenge！進取果敢MEIJIIKE”を合言葉に！ 

小金台小・明治池中 【めざす子ども像】  

 「今と未来、社会でいきる自分らしさを」～すすんで「挑戦」 つづける「継続」 つながる「共生」～  


